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小
林
瑞
淨
立
』
不
の
出且
雪
ロ
ー
立
膨尓
の
基
礎
i
聖
一
冏
の
力
訓訊
道
光
の
異
=
説
-
白
辨
上
人
の
意
見
i
經
歴
和
上
の
意
見
所
躯
醐
の
比
晶軟
-
特
殊
的
考
察
立
宗
の
宣
言
も
宗
租
の
選
擇
集
御
製
作
は
立
宗
の
宣
言
、こ
靦
る
事
が
で
き
る
、
第
一
章
私
譯
段
の
始
め
に
今
此
淨
土
宗
は
道
綽
禪
師
の
意
に
據
ら
ば
二
門
を
立
て
玉
一
切
を
攝
す
ーこ
云
ひ
、
更
に
淨
土
宗
-こ
號
す
る
は
何
の
證
據
あ
り
や
ε
の
疑
問
を
蝎
け
、
そ
れ
を
読
明
す
る
に
元
曉
の
遊
心
案
道
に
於
け
る
淨
土
宗
の
意
に
本
爲
凡
夫
兼
爲
聖
人
の
文
、
其
外
慈
恩
の
西
方
要
訣
、
迦
才
の
淨
土
論
を
引
て
證
明
せ
ら
れ
て
あ
る
。
勅
傳
第
六
に
「
上
人
或
時
か
た
り
て
の
た
ま
は
く
、
わ
れ
淨
土
宗
を
た
つ
る
心
は
凡
夫
の
報
土
に
む
ま
る
玉
事
を
し
め
さ
ん
が
た
め
な
り
、
も
し
別
の
宗
を
立
て
す
ば
凡
夫
報
土
に
生
す
る
義
も
か
く
れ
、
本
願
の
不
思
議
も
あ
ら
は
れ
が
た
き
な
り
」
.こ
由
是
觀
之
、
宗
詛
に
立
宗
の
宣
言
あ
り
し
は
一
點
疑
ふ
べ
き
餘
地
は
な
い
。
然
る
に
導
師
に
於
て
は
現
存
の
著
述
を
逋
じ
て
、
其
宣
言
に
關
す
る
伏
憑
を
求
む
る
r
)
'/1は
困
難
で
あ
る
。
さ
れ
さ
從
來
の
成
佛
法
ε
全
然
其
轍
を
殊
に
せ
る
、
往
生
法
を
主
唱
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
實
上
其
宣
言
あ
り
し
,こ
同
樣
で
あ
る
。
所
謂
淨
影
嘉
祚
天
台
等
の
諸
師
は
、
出
離
生
死
の
徑
路
は
萬
薺
萬
行
を
累
積
し
て
邃
に
成
佛
に
到
る
、
唯
在
る
も
の
は
斯
の
一
道
の
み
で
あ
る
。
其
積
功
累
諡
の
容
易
な
ら
ざ
る
が
爲
め
、
内
外
の
誘
惑
を
恐
れ
、
或
は
禪
に
走
り
或
は
彌
陀
念
佛
に
趣
き
て
、
成
佛
理
想
を
實
現
せ
ん
ε
し
た
の
で
あ
つ
て
、
彼
等
は
成
佛
法
ε
往
生
法
ー
自
力
教
ε
他
力
數
-
解
脱
の
宗
教
S
救
濟
の
宗
教
・1
智
惠
宗
教
マ}慈
悲
の
宗
歡
ー
聖
者
の
宗
教
・こ
人
間
の
宗
教
-こ
の
根
本
的
相
違
を
認
め
す
、
否
か
玉
る
相
違
あ
る
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
.
然
る
に
吾
が
淨
土
教
正
系
血
脈
の
諸
師
は
爾
ら
す
。
こ
の
根
本
の
相
違
點
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
其
往
生
法
の
眞
價
を
發
揮
せ
ら
れ
た
の
が
、
吾
が
高
組
善
導
で
あ
る
。
そ
れ
故
鎭
西
は
徹
選
擇
集
下
卷
に
「善
導
宗
の
意
は
萬
法
中
に
於
て
名
號
の
一
法
を
以
て
念
佛
・こ
名
く
」
・こ
云
ひ
叉
西
宗
要
の
開
卷
第
】
に
、
「善
導
和
爾
の
意
淨
土
宗
を
立
て
㌧
往
生
極
樂
の
行
を
明
し
給
へ
り
」
ε
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
立
教
の
墓
礎
然
ら
ば
導
師
ば
何
を
立
教
の
基
礎
-こ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
、
夫
れ
は
西
宗
要
に
明
示
せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
を
読
明
す
る
前
に
本
書
の
性
質
を
一
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
宗
要
は
鎭
西
八
ヶ
年
の
間
、
宗
組
に
就
き
て
淨
土
の
章
疏
を
研
究
せ
ら
れ
た
る
時
、
時
々
不
審
を
記
し
題
を
擧
て
問
は
れ
、
そ
れ
に
封
す
る
師
の
一
々
の
仰
せ
を
口
筆
せ
ら
れ
、
積
み
て
八
十
題
ε
な
り
し
も
の
則
ち
之
で
あ
れ
ば
、
大
體
文
中
の
法
門
は
宗
組
の
口
傳
よ
り
成
る
。
さ
れ
ば
良
曉
は
「
本
集
は
當
流
秘
藏
の
書
な
り
、
た
ε
ひ
一
門
た
り
ざ
も
他
見
に
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
」
ε
云
ひ
、
酉
師
は
「
此
鈔
相
傳
せ
ざ
れ
ば
大
旨
の
深
意
を
知
る
べ
か
ら
す
」
ε
記
さ
れ
て
あ
る
。
要
す
る
に
宗
組
よ
の
直
接
禀
承
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
白
骨
に
留
む
る
血
脈
、
耳
底
に
殘
る
口
傳
、
皆
本
書
中
に
在
り
、こ
云
つ
て
可
な
り
で
あ
る
。
か
く
大
切
な
る
本
集
八
十
題
の
中
第
一
が
淨
土
三
部
經
の
事
、
第
二
が
淨
土
論
の
事
、
第
三
が
」
向
專
修
の
事
ε
な
つ
て
居
る
、
第
一
題
に
淨
土
三
部
經
の
事
を
論
ぜ
ら
れ
し
は
、
之
に
由
り
て
吾
か
立
宗
の
基
礎
を
明
か
に
せ
ん
が
爲
め
で
あ
る
、
第
二
題
の
淨
土
論
の
下
に
三
心
・こ
五
念
・こ
の
關
係
を
釋
し
て
、
菩
宗
の
心
行
不
離
の
行
門
即
ち
實
踐
法
を
示
し
、
第
三
題
に
於
て
觀
經
疏
に
依
り
、
行
門
廣
し
ε
雖
も
如
來
の
本
意
に
よ
れ
ば
、
一
向
專
修
を
以
て
一
宗
の
元
意
、こ
な
す
旨
を
評
論
せ
ら
れ
て
あ
る
。
乃
ち
本
書
に
於
て
は
開
卷
劈
頭
に
於
て
先
づ
立
宗
の
基
礎
が
論
ぜ
ら
れ
て
あ
る
の
一一31一
で
あ
る
、
其
叙
述
を
見
る
に
、
始
め
に
導
師
が
多
く
の
淨
土
教
に
關
す
る
大
乘
聖
典
中
、
特
に
三
部
經
を
探
擇
せ
ら
れ
た
事
由
を
述
べ
、
次
に
有
縁
の
經
な
る
が
故
に
相
傅
の
教
な
る
が
故
に
三
味
發
得
の
故
に
ε
の
三
理
由
を
墨
て
、
特
に
三
部
經
中
觀
經
に
據
る
所
以
を
示
し
、
新
た
に
觀
經
一
部
始
終
の
文
に
依
り
て
淨
土
宗
を
建
つ
る
か
、
將
た
一
文
一
句
に
就
て
こ
の
宗
を
立
つ
る
か
の
疑
問
を
擧
け
、
總
じ
て
云
ふ
ε
き
は
觀
經
一
部
の
文
に
依
り
、
別
し
て
云
ふ
・こ
き
は
三
心
中
の
深
心
の
文
に
付
て
之
を
立
つ
ご
答
へ
、
更
に
「
導
師
の
御
意
は
深
心
の
一
句
に
觀
經
一
部
を
收
む
る
意
な
り
、
さ
れ
ば
一
向
專
修
の
み
だ
の
名
號
、
之
を
信
じ
て
疑
を
留
む
る
こ
ε
な
く
、
决
定
往
生
せ
し
め
ん
が
爲
め
に
、
深
心
よ
り
念
佛
の
一
宗
を
釋
出
し
給
ふ
な
り
、
之
に
依
り
て
就
行
立
信
、こ
釋
し
給
へ
る
は
、
念
佛
の
行
に
就
て
深
心
を
以
て
之
を
行
じ
疑
を
拂
つ
て
往
生
を
邃
ぐ
べ
し
ε
云
ふ
事
な
り
'
,
ざ/
相
傳
せ
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
鎭
西
へ
の
宗
組
の
口
傳
に
よ
れ
ば
、
導
師
は
深
心
-
深
信
-
吾
等
の
繩
對
蹄
依
の
宗
教
的
情
繰
を
、
立
教
の
基
礎
ε
せ
ら
れ
た
h
)
　/)は
明
了
で
あ
る
。
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聖
冏
の
力
読
如
上
の
西
宗
要
の
主
張
を
組
織
的
に
力
読
せ
る
は
則
ち
冏
師
で
あ
る
、
十
八
逋
教
相
第
一
重
に
、
上
に
掲
ぴ
た
る
西
宗
要
の
文
を
引
き
、
實
に
左
の
如
く
論
ぜ
ら
れ
て
あ
る
、「
此
相
傳
は
釋
迦
如
來
は
但
四
字
を
以
て
淨
土
宗
を
諡
き
給
ふ
、
謂
く
二
者
深
心
の
文
な
り
、
光
明
大
師
は
十
一
字
を
以
て
淨
土
宗
を
釋
成
し
給
ふ
、謂
く
言
深
心
者
即
是
深
之
心
也
の
繹
な
り
、1
こ
の
如
來
の
四
字
、
大
師
の
十
一
字
、
但
一
字
に
結
歸
す
、
所
謂
順
彼
佛
願
故
の
故
の
字
こ
れ
な
り
、
之
は
上
人
の
所
得
な
り
、
然
則
、
大
師
は
經
の
こ
者
深
心
の
四
字
に
依
て
淨
土
一
宗
を
釋
出
し
,
上
人
は
釋
の
故
の
一
字
を
得
て
念
佛
の
一
行
を
選
擇
す
、
三
國
相
傳
の
宗
義
の
源
、
二
者
深
心
の
一
句
に
依
る
、
貴
啻
、
大
師
上
人
の
み
な
ら
ん
や
玄
忠
西
河
も
亦
同
じ
く
三
信
三
不
を
立
て
、
前
後
の
二
心
を
釋
せ
ざ
る
は
意
ろ
要
中
の
要
に
依
る
な
り
、
謂
ふ
所
の
三
信
三
不
は
天
親
の
我
一
心
を
釋
す
、
論
の
十
六
章
の
初
に
亦
起
觀
生
信
門
を
立
て
、
五
會
門
の
行
を
開
出
す
、
故
に
知
ら
ん
ぬ
、
流
支
玄
忠
四
河
光
明
吉
水
但
二
者
深
心
の
四
字
に
依
て
淨
土
宗
を
立
つ
る
な
り
」
・こ
師
は
更
に
十
八
逋
の
裏
書
の
初
に
左
の
如
く
要
約
せ
ら
れ
て
あ
る
。
總
依
】
代
別
三
經
總
依
三
經
別
一
經
總
依
一
經
別
十
六
總
依
十
六
別
一
句
總
依
一
句
別
一
字
斯
依
一
字
立
眞
宗
具
一
字
者
深
信
心
諸
佛
已
證
生
本
覺
叉
教
相
第
二
重
の
終
り
に
十
宗
に
約
し
て
解
信
因
果
の
四
句
を
作
り
、
淨
土
宗
は
解
信
の
大
信
の
宗
教
に
し
て
、
最
高
の
地
位
を
占
む
る
所
以
を
明
す
。
要
點
を
圖
示
せ
ば
左
の
如
し
解
,
解
、
因
分
,因
分
.宗
教
-
倶
舍
成
實
臧
律
三
宗
-
解
.信
、
因
分
.果
分
.
宗
教
!
法
相
三
論
二
宗
信
,解
,
果
分
,因
分
.宗
教
-
華
嚴
天
台
眞
言
佛
心
五
宗
1
1
解
.宗
教
(
因
分
可
諡
宗
)
信
.信
、
果
分
.
果
分
,宗
教
i
淨
土
宗
-
單
信
.大
信
1
信
・宗
教
(果
分
不
可
諡
宗
)
教
相
第
十
重
の
終
り
に
は
一
宗
の
歡
興
教
相
宗
旨
宗
義
、皆
悉
く
信
を
基
礎
・こ
し
、
總
て
之
よ
り
開
展
せ
る
由
を
左
の
如
く
圖
示
せ
ら
る
。
砥
.興ジ
懿
信
櫞
/観
』
斯
く
冏
師
は
此
點
を
力
読
せ
ら
る
玉
の
で
あ
る
か
ら
、
授
手
印
三
十
七
個
條
口
傳
の
第
十
二
に
「
淨
土
宗
-こ
は
二
字
に
習
ひ
極
む
る
な
り
安
一33一
心
の
一
字
(信
)
起
行
の
一
字
(
故
)な
り
亦
極
め
て
は
一
字
(信
)
な
り
」
・こ
の
一
口
傳
を
設
け
ら
れ
て
あ
る
。
師
の
所
読
は
源
、こ
西
宗
要
の
指
南
に
據
ら
れ
た
も
の
で
、
西
宗
要
は
前
述
の
如
く
宗
祀
の
口
傳
な
れ
ば
、
之
れ
全
く
宗
狙
の
御
高
見
に
基
く
も
の
・こ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
『勅
傳
第
六
』
等
に
示
す
が
如
く
、
宗
組
は
導
師
の
一
心
專
念
の
文
に
依
り
て
、
開
宗
せ
ら
れ
た
る
は
一
點
疑
ふ
べ
き
で
な
い
、
而
し
て
此
文
は
故
の
一
字
に
結
歸
す
れ
ば
、
導
師
の
信
を
立
教
の
基
礎
°/lせ
ら
れ
た
の
、こ
相
違
す
る
か
如
く
思
は
る
玉
の
で
あ
る
が
、
决
し
へ
て
爾
ら
す
。
「
一
心
專
念
」
の
文
は
就
行
立
信
に
就
き
て
の
釋
な
の
。
故
に
宗
組
は
所
信
の
起
行
に
つ
き
て
故
の
一
字
に
依
り
、
導
師
は
能
信
の
安
心
に
つ
き
て
教
を
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
能
信
・こ
所
信
-
安
心
-こ
起
行
は
本
來
不
離
の
關
係
を
有
す
れ
ば
、
結
局
一
致
に
歸
す
る
の
で
あ
る
。
唯
方
面
立
蠣
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
鎭
西
が
『
西
宗
要
』
に
記
載
さ
れ
た
如
く
、
宗
組
も
安
心
へ
の
方
面
よ
り
せ
ば
信
の
　
字
を
立
教
の
基
礎
、こ
す
る
事
、
導
師
ε
其
揆
を
一
に
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
他
の
大
乘
教
に
て
は
信
じ
て
解
を
生
じ
、
解
に
ょ
り
て
證
を
得
る
事
を
教
ふ
る
も
、
吾
が
兩
租
の
主
張
は
信
じ
て
解
に
亘
ら
す
、
所
謂
無
觀
無
解
單
信
口
稱
の
得
道
を
諡
く
の
で
あ
れ
ば
、
眞
に
是
れ
格
外
の
宗
風
で
あ
つ
て
、
亦
最
も
よ
く
宗
教
の
本
質
を
發
揮
せ
る
も
の
ε
言
へ
や
う
、
其
點
は
筑
ら
く
後
に
譲
り
更
に
遒
で
立
教
の
基
礎
に
關
す
る
異
読
に
つ
き
て
考
察
し
や
う
。
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逍
光
の
異
説
望
西
樓
道
光
は
『選
擇
大
綱
抄
』
に
第
十
二
附
屬
章
を
釋
し
て
曰
く
「淨
土
宗
に
於
て
宗
義
を
立
つ
る
は
、
源
・こ
當
章
の
經
及
釋
文
に
依
る
、
眞
に
是
れ
甚
深
な
り
、
聊
爾
に
す
べ
か
ら
す
、
傳
へ
聞
く
、
黒
谷
上
人
月
輪
禪
定
殿
下
に
參
向
の
時
、
住
山
の
者
あ
り
て
集
會
せ
り
問
て
云
く
、
い
か
な
る
經
釋
に
付
て
淨
土
宗
を
立
つ
る
や
、
答
て
曰
く
附
屬
の
丈
に
付
て
之
を
立
つ
ε
、
叉
問
て
云
く
何
ぞ
但
一
文
に
よ
り
て
宗
義
を
立
つ
る
や
、
爾
時
上
人
微
笑
し
て
も
の
言
は
す
、
問
者
歸
山
し
て
寶
地
房
の
法
印
に
語
て
云
く
、
法
然
房
返
答
に
及
ぼ
す
,こ
、
法
印
云
く
彼
の
聖
人
の
言
は
ざ
る
は
、
不
足
の
言
に
處
す
る
故
な
り
ーこ
、
之
を
以
て
之
を
案
す
る
に
宗
義
の
成
立
す
る
こ
・こ
此
文
に
在
り
」
・こ
主
唱
し
全
然
兩
租
の
所
諡
・こ
そ
の
趣
を
殊
に
し
て
居
る
、
之
に
關
し
て
三
縁
山
の
碩
學
臼
辨
上
人
及
經
歴
和
上
の
意
見
を
こ
玉
に
紹
介
せ
む
。
白
辨
上
人
の
慧
見
道
光
は
然
阿
上
人
の
門
徒
に
於
て
、
學
解
優
長
の
人
に
し
て
著
述
叉
少
な
か
ら
す
、
さ
れ
さ
其
書
を
覗
る
に
師
意
に
背
く
こ
ε
多
し
、
之
を
以
て
知
る
、
今
の
主
唱
も
亦
相
傳
を
得
す
し
て
胸
臆
の
読
を
な
す
か
、
盖
し
彼
は
此
大
切
な
る
『
西
宗
要
』
を
傳
へ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
上
人
の
所
得
「、
一
心
專
念
」
の
文
な
る
事
明
か
な
り
、
何
ぞ
附
厨
の
經
繹
に
依
る
ーこ
執
せ
ん
や
,
但
し
山
僭
に
對
す
る
御
答
は
是
れ
無
方
適
時
の
會
釋
な
り
。
何
・こ
な
れ
ば
宗
租
の
在
世
、
餘
行
を
捨
て
偏
に
念
佛
を
勸
め
給
ふ
が
故
に
、
他
宗
、
瞋
を
な
す
事
少
な
か
ら
す
こ
丶
を
以
て
彼
の
山
僭
も
恐
ら
く
心
中
憤
り
を
結
ん
で
、
專
修
の
法
門
を
破
壞
せ
ん
亡
欲
す
、
宗
組
密
か
に
之
を
知
の
給
へ
ば
、
若
し
所
得
の
文
を
以
て
答
へ
ん
が
、
彼
れ
恐
ら
く
は
之
を
信
せ
す
、
却
て
毀
謗
を
致
さ
ん
、
「
一
心
專
念
」
の
文
は
善
導
の
自
釋
に
し
て
經
読
に
あ
ら
す
信
す
る
に
足
ら
す
ε
、
此
毀
謗
あ
る
が
故
に
、
附
屬
の
經
釋
を
引
て
「
專
念
宗
」
を
立
つ
る
こ
,こ
、
胸
臆
の
私
義
に
あ
ら
す
、
佛
諡
祀
釋
其
文
顯
著
な
る
を
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
画
侶
爾
ほ
解
せ
す
妄
難
を
加
へ
た
る
が
故
に
、
微
笑
し
て
止
め
給
ふ
も
、
若
し
相
當
の
人
あ
り
て
此
經
釋
を
も
強
て
拒
め
り
ざ
せ
ば
、
宗
祺
は
委
し
く
二
尊
ω
本
意
、
偏
に
念
佛
に
あ
る
こ
ε
を
諡
き
、
張
く
專
念
の
宗
義
を
圭
張
せ
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。
故
に
『
選
擇
集
』
に
附
屬
の
文
を
釋
し
て
「
當
に
知
る
べ
し
隨
他
の
前
に
は
且
ら
く
定
散
の
門
を
開
く
ε
雖
も
、
隨
自
の
後
に
は
還
て
定
散
の
門
を
閉
づ
、
】
た
び
開
て
以
後
永
く
閉
ぢ
ざ
る
も
の
ぱ
唯
念
佛
の
一
門
な
り
、
彌
陀
の
本
願
、
釋
彜
の
附
屬
意
ろ
こ
」
に
在
り
」
ε
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
。
要
す
る
に
此
選
擇
の
文
及
第
十
二
章
は
、
之
は
是
れ
立
宗
の
上
に
如
來
の
元
意
を
述
べ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
、
一
流
の
相
傳
に
絮
の
本
鼕
述
ぶ
る
に
即
ち
三
種
あ
り
。
(
十
八
通
教
相
箏
六
重
撰
擇
ロ
傳
口
筆
)
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こ
の
三
種
の
三
重
相
傳
の
意
に
よ
れ
ば
、
選
擇
第
十
二
章
段
は
則
ち
其
孰
れ
も
の
第
三
重
の
意
な
り
。
當
に
知
る
べ
し
、
三
重
の
料
簡
は
皆
開
宗
の
上
に
之
を
論
す
、
蓮
華
堂
道
光
は
こ
の
相
傳
を
知
ら
す
。
宗
義
開
出
の
本
源
-こ
な
す
は
、
甚
だ
非
な
り
。
さ
れ
ば
宗
詛
の
山
僭
に
對
す
る
御
語
は
、
無
方
適
時
の
答
釋
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
經
歴
和
上
の
慧
見
經
歴
和
上
十
譽
上
入
の
意
見
に
て
は
、
立
教
の
基
礎
觀
經
附
属
の
經
釋
に
あ
り
ε
の
望
西
の
主
張
は
、
宗
組
の
表
面
に
於
け
る
御
諡
に
過
へ
ぎ
す
し
て
、
其
上
に
『
西
宗
要
』
に
於
け
る
信
を
基
礎
-こ
す
る
内
面
的
眞
實
の
相
傳
あ
り
し
も
の
で
あ
る
。
『勅
傳
』
を
始
め
『
漢
語
燈
録
ヘ
へ
』
に
も
、
附
屬
の
經
繹
に
依
れ
ば
さ
の
読
を
羯
ぐ
れ
ば
、
宗
粗
に
こ
の
相
傳
あ
り
し
を
否
定
す
べ
き
で
な
い
Q
然
る
に
深
信
を
基
礎
ε
す
る
相
傳
は
、
『
西
宗
要
』
の
み
に
あ
り
て
絶
て
全
く
外
に
な
し
。
こ
玉
が
鎭
西
が
宗
租
の
骨
膸
を
得
給
へ
る
所
で
あ
つ
て
、
吾
が
白
旗
流
の
正
統
な
る
こ
・こ
、
此
の
相
傳
の
餘
流
に
無
き
に
て
知
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
附
屬
の
經
釋
に
依
る
ε
の
相
傳
は
、
抑
も
第
十
八
願
は
念
佛
の
本
源
な
り
。
故
に
釋
迦
は
彌
陀
の
願
意
を
測
り
て
念
佛
を
附
屬
す
。
是
れ
經
の
現
文
な
れ
ば
何
人
も
許
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
山
僭
は
他
門
の
ヘ
へ
人
な
れ
ば
共
許
の
附
屬
の
文
に
就
て
、
宗
を
立
?
こ
答
へ
給
ふ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
深
心
の
一
句
に
依
る
ε
の
相
傳
は
、
一
暦
深
意
を
有
す
れ
ば
甚
だ
信
じ
難
し
。
乃
ち
汝
好
持
是
語
ご
附
屬
し
給
へ
る
は
第
十
八
願
の
念
佛
な
り
。
そ
の
第
十
八
願
の
念
佛
を
修
す
れ
ば
、
定
得
往
生
・こ
深
く
信
す
る
が
吾
が
淨
土
宗
な
り
。
さ
れ
ば
信
の
當
體
が
其
儘
淨
土
宗
な
り
。
觀
經
一
部
の
當
體
な
り
。
故
に
『西
宗
要
』
に
「善
導
ヘ
ヘ
ノ
ヘ
へ
の
御
意
は
深
心
の
一
句
に
觀
經
を
收
む
る
意
う
な
り
」
、こ
の
給
ふ
。
換
言
せ
ば
所
信
の
念
佛
(
起
行
)
を
能
信
の
心
(
安
心
)
に
從
へ
て
、
深
心
ヘ
へ
の
一
旬
に
依
り
て
宗
を
立
つ
る
な
り
。
之
を
要
約
し
て
言
へ
ば
、
顯
露
に
は
附
屬
の
文
秘
密
に
は
深
心
の
一
句
に
依
り
て
、
立
宗
し
給
ふ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
道
光
の
所
論
必
す
し
も
謬
れ
る
に
み
ら
す
。
所
論
の
比
較
白
辨
上
人
は
宗
租
の
無
方
適
時
の
御
答
へ
な
り
ε
し
、
道
光
は
『西
宗
要
』
無
相
傳
の
輩
な
れ
ば
、
宗
租
の
眞
意
を
醴
得
し
得
ざ
り
し
な
り
、こ
て
、
極
力
排
斥
の
態
度
を
探
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
和
上
は
望
西
の
読
を
も
是
認
し
、
顯
露
ε
秘
密
則
ち
宗
祺
の
表
裏
の
御
高
見
な
り
冠
、
調
和
的
読
明
を
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
み
。
さ
れ
さ
望
西
が
宗
祺
の
眞
膸
に
徹
底
せ
ざ
紅
し
さ
は
、
兩
上
人
共
逋
の
思
想
で
あ
る
。
特
殊
的
考
察
爾
租
の
主
張
せ
る
一
向
專
修
、
純
信
の
吾
が
淨
土
教
は
、
遠
く
原
始
佛
教
の
源
よ
り
流
れ
出
て
た
る
も
の
ミ
見
る
こ
S
が
で
き
る
。
先
人
一一3?一
の
所
読
に
依
れ
ば
、
世
奪
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
純
淨
な
る
知
見
ε
鞏
固
な
る
實
行
力
ε
を
以
て
、
修
蓮
の
要
諦
、こ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
亦
純
信
仰
即
ち
理
智
を
離
れ
弛
る
、
繦
斷
歸
依
の
信
仰
の
大
切
な
る
こ
ε
を
教
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
原
始
佛
教
の
重
要
な
る
修
道
要
目
で
あ
る
、
彼
の
彌
陀
經
に
出
る
五
根
五
力
の
分
類
に
あ
り
て
も
、
そ
の
初
徳
ε
し
て
出
せ
る
も
の
は
則
ち
信
仰
で
あ
り
、
叉
羅
漢
道
に
到
逹
せ
ん
S
す
る
出
發
點
に
於
て
も
、
隨
信
行
ざ
隨
法
行
,こ
を
擧
げ
て
、
信
仰
に
よ
り
て
進
む
べ
き
道
あ
る
こ
・こ
を
示
し
、
其
他
小
乘
聖
血
ハに
は
純
信
仰
の
大
切
な
る
を
諡
く
も
の
少
な
か
ら
す
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
信
仰
ε
は
佛
陀
を
中
心
こ
し
て
の
三
寳
に
捧
ぐ
る
、
純
眞
の
情
操
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
吾
が
善
導
宗
の
盟
信
の
大
信
を
立
教
の
基
礎
・こ
す
る
は
、
遼
か
に
源
を
こ
」
に
發
し
、
そ
れ
よ
り
開
展
せ
る
も
の
ε
親
る
べ
き
で
な
い
か
。
叉
他
面
よ
り
考
察
す
れ
ば
、
吾
が
立
教
の
基
礎
は
入
類
の
心
理
的
事
實
の
上
に
立
?
こ
云
ふ
こ
ーこ
も
見
へ
や
う
。
導
師
の
教
へ
給
ひ
し
如
く
吾
等
が
人
生
及
自
己
に
徹
底
し
た
る
覺
醒
、
即
ち
人
生
の
不
安
定
、こ
罪
悪
觀
,こ
に
目
醒
め
九
な
ら
ば
、
そ
こ
に
永
遽
の
生
命
S
眞
實
の
光
明
・こ
を
憬
が
る
玉
、
切
實
な
る
宗
教
的
要
求
起
る
に
至
る
で
あ
ら
ふ
。
こ
の
切
實
な
る
要
求
起
れ
ば
、
自
ら
そ
こ
に
大
悲
招
喚
の
聲
を
聞
き
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
、
則
ち
眞
の
覺
醒
は
切
實
な
る
要
求
を
生
じ
、
切
實
な
る
要
求
は
熱
烈
な
る
信
仰
を
生
み
、
同
時
に
如
來
の
永
恒
の
實
在
を
體
驗
す
る
こ
・こ
が
で
き
る
。
兩
祺
の
三
昧
發
得
の
芳
躅
は
明
か
に
之
を
實
證
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
信
仰
は
得
難
き
に
あ
ら
す
、
唯
要
求
が
切
實
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
吾
等
の
熱
烈
な
る
信
仰
は
、
吾
等
の
生
命
の
爲
め
な
る
要
求
か
ら
、
必
然
的
に
生
れ
來
る
心
理
的
事
實
で
あ
る
。
理
性
は
之
を
否
定
す
る
權
威
は
な
い
、
此
心
的
事
實
を
立
教
の
基
礎
・こ
し
、
智
慧
の
宗
教
の
外
に
信
仰
に
よ
り
て
救
は
る
べ
き
、
眞
の
宗
教
を
建
設
せ
ら
れ
た
の
が
、
我
が
高
祺
善
導
大
導
で
あ
り
宗
租
大
師
で
あ
る
。
「
西
宗
要
」
の
丙
容
は
豐
冨
に
し
て
研
究
題
目
八
十
個
條
も
あ
れ
ば
論
ず
べ
き
事
項
多
々
あ
る
が
今
は
其
丙
最
も
重
要
な
る
始
の
三
題
を
中
心
と
し
て
此
一
丈
を
綴
っ
た
の
で
あ
る
。
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